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令和３年度決算概要　士幌町の家計簿令和３年度決算概要　士幌町の家計簿
歳入 １か月の収入合計は　25万8千円 （2千円増）

項　　　　目 決　算　額 対前年度比

自　

主　

財　

源

町 税 11億7,158万円 -4,725万円
分担金及び負担金 8,957万円 1,750万円
使用料及び手数料 1億2,843万円 -128万円
財 産 収 入 1億4,203万円 -1,983万円
寄 附 金 4億5,679万円 4,553万円
繰 入 金 3億2,842万円 1億6,392万円
繰 越 金 5億7,204万円 3億8,634万円
諸 収 入 1億3,749万円 82万円

計 30億2,635万円 5億4,575万円

依　

存　

財　

源

地 方 譲 与 税 1億8,492万円 242万円
利 子 割 交 付 金 77万円 -27万円
配 当 割 交 付 金 398万円 147万円
株式等譲渡所得割交付金 487万円 180万円
法人事業税交付金 1,195万円 566万円
地方消費税交付金 1億5,775万円 1,187万円
環境性能割交付金 1,249万円 4万円
地方特例交付金 872万円 170万円
地 方 交 付 税 32億2,876万円 2億3,850万円
交通安全対策特別交付金 163万円 6万円
国 庫 支 出 金 6億9,023万円 -8億2,431万円
道 支 出 金 6億1,359万円 2,579万円
町 債 5億7,969万円 352万円

計 54億9,935万円 -5億3,175万円
歳 入 合 計 85億2,570万円 1,400万円

基本給� 14万５千円（８千円増）
（町税、地方交付税、地方譲与税など

47億8,742万円）

手当� ３万９千円（２万４千円減）
（国庫支出金、道支出金　13億382万円）

パート収入�２万９千円（１千円増）
（使用料、手数料、財産収入など　
　　　　　　　　　　　　９億5,431万円）

前月からの繰越金� １万７千円
� （１万１千円増）
（繰越金　５億7,204万円）

ローン借入�１万８千円（１千円増）
（町債　５億7,969万円）

預金取り崩し� １万円
　� （５千円増）
（繰入金　３億2,842万円）

　対前年度比1,400万円の増額となった主な要因は、
国庫支出金が特別定額給付金給付事業補助金など新
型コロナウイルス感染症対策に関する補助金が大き
く減となり、対前年度比8億2,431万円、54.4％の
減となる一方で、地方交付税が対前年度比2億3,850
万円、8％の増、繰越金では、光ファイバー整備事
業等が前年度から繰越事業となったことから、対前
年度比3億8,634万円、208％の増、繰入金では、
愛のまち建設基金からの繰入など、対前年度比1億6,392
万円、99.6％の増となったことによるものです。
　また、町税については、軽自動車税等で増となり
ましたが、町民税等で前年度を下回り、全体で4,725
万円の減、地方交付税は、「地域デジタル社会推進費」
等が創設されたこともあり、普通交付税で1億8,611
万円の増、特別交付税で5,239万円増となりました。

歳入について歳入について

町税
13.7％
町税
13.7％

諸収入1.6％

国庫支出金
8.1％

国庫支出金
8.1％

道支出金
7.2％
道支出金
7.2％

町債
6.8％
町債
6.8％ 使用料および手数料

1.5％

分担金および負担金
1.1％

寄附金5.4％

各種交付金2.2％

地方譲与税2.2％

地方交付税
37.9％
地方交付税
37.9％

繰越金
6.7％
繰越金
6.7％

財産収入1.7％

繰入金3.9％
歳入
構成比
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歳出について歳出について
　対前年度比9,256万円の増額となった主な要因は、扶
助費・補助費で特別定額給付金給付事業補助金など新型
コロナウイルス感染症対策に関する補助金の減などで、
対前年度比1億9,958万円、8.2％の減となりましたが、
繰出金で特別養護老人ホームの空調設備更新工事等に係
る繰出金などで、対前年度比9,850万円、19.9％の増、
一部繰上償還を含みます公債費において、対前年度比1
億7,571万円、24.4％の増となったことによるものです。
　なお、令和３年度に実施した主な建設事業については、
特別養護老人ホームほほえみ空調設備更新事業で9,213
万円、町道整備事業全体で1億5,505万円などがあります。

　昨年度に引き続き、令和３年度決算の一般会計分を個人の家庭に例えてみました。
　収入、支出それぞれの金額は、一般会計の総額を令和４年３月末の世帯数2,748戸で割り返し、

１か月分を求めたものです。また（　）内の数字は、対前年度の増減です。

士幌町の財政を家計に例えると…

区　　　分 決　算　額 対前年度比
人 件 費 13億2,923万円 -1,514万円
物 件 費 10億9,702万円 5,170万円
維 持 補 修 費 1億3,859万円 -448万円
扶助費・補助費 22億2,444万円 -1億9,958万円
普通建設事業費 11億8,969万円 -5,858万円
災 害 復 旧 費 3,340万円 2,218万円
失業対策事業費 0万円 -312万円
公 債 費 8億9,639万円 1億7,571万円
積 立 金 5億2,285万円 2,993万円
投資および出資金・貸付金 1億   637万円 -456万円
繰 出 金 4億9,423万円 9,850万円
歳 出 合 計 80億3,221万円 9,256万円

食料費� ４万円（増減なし）
（人件費　13億2,923万円）

光熱水費等� ３万３千円
� （２千円増）
（物件費　10億9,702万円）

家の修繕費� ４千円（増減なし）
（維持補修費　１億3,859万円）

医療費・子どもの教育費など　
　　　� ６万８千円（５千円減）
（扶助費・補助費　22億2,444万円）

自然災害による家の補修　
� １千円（増減なし）
（災害復旧費　3,340万円）

貯　金� １万６千円（１千円増）
（積立金　５億2,285万円）

株式投資� ３千円（増減なし）
（投資および出資金・貸付金　１億637万円）

ローン返済�２万７千円（５千円増）
（公債費　８億9,639万円）

雑　費　 　０円（増減なし）
（失業対策事業費　0万円）

子どもへの仕送り� １万５千円
� （３千円増）
（繰出金　４億9,423万円）

翌月への繰越金� １万５千円
� （２千円減）
（収入・支出差引　 ４億9,349万円）

家の増改築など� ３万６千円
� （２千円減）
（普通建設事業費　11億8,969万円）

歳出

災害
復旧費
0.4％

投資および
出資金・貸付金
1.3％

人件費
16.5％
人件費
16.5％

公債費
11.2％
公債費
11.2％

積立金
6.5％
積立金
6.5％

操出金
6.2％
操出金
6.2％

物件費
13.7％
物件費
13.7％

扶助費・補助費
27.7％

扶助費・補助費
27.7％

普通建設事業費
14.8％

普通建設事業費
14.8％

歳出
構成比

維持補修費
1.7％
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借　入　の　目　的 借 入 額

道路橋梁新設改良 7,330万円

農林道・農業基盤整備および
農林業振興施設 1億8,540万円

学校教育施設整備 460万円

臨時財政対策債 1億6,879万円

災害復旧 1,600万円

その他
（光ファイバー整備事業など） 1億3,160万円

合　　　　　計 5億7,969万円

令和３年度決算概要令和３年度決算概要
士幌町
の

家計簿

令和３年度借入額（一般会計分）

借入の目的 令和２年度末残高 令和３年度末残高

道路橋梁新設改良 11億8,143万円 10億5,238万円

農林道・農業基盤整備 
および農林業振興施設 9憶   594万円 9億9,180万円

学校建設および改築 1億6,569万円 1億5,399万円

公 営 住 宅 建 設 9,083万円 7,904万円

簡 易 水 道 5億   418万円 4億7,188万円

児童・高齢者福祉施設 5,780万円 2,997万円

消防関連施設設備 1億1,596万円 6,659万円

災 害 復 旧 5,724万円 5,045万円

そ の 他 36億7,216万円 35億6,863万円

合 　 　 　 　 計 67億5,123万円 64億6,473万円

地方債（借金）目的別の残高（一般会計分）
まちの借金（一般会計）
町民一人当たりの金額は
約109万円（４万円減）

※町民一人当たりの借金と貯金は、それ

ぞれの総額を令和４年３月末現在の人

口5,919人で割った金額です。

会　計　別 区分 決　算　額

国民健康保険事業
歳入 10億   306万円

歳出 9億9,675万円

後期高齢者医療事業
歳入 1億   680万円

歳出 1億   462万円

介 護 保 険 事 業
歳入 7億3,212万円

歳出 6億6,685万円

介護サービス事業
歳入 5億9,876万円

歳出 5億9,044万円

簡 易 水 道 事 業
歳入 2億7,145万円

歳出 2億3,842万円

公共下水道事業
歳入 1億8,078万円

歳出 1億7,084万円

国民健康保険病院事業
歳入 9億3,659万円

歳出 9億9,122万円

基金等の種類および目的 令和２年度末残高 令和３年度末残高

財 政 調 整 基 金 8億4,841万円 9億4,861万円

減 債 基 金 9億1,792万円 9億7,377万円

特

定

目

的

愛のまち建設基金 7億6,668万円 7億5,963万円

医療福祉の充実 1億5,877万円 1億5,877万円

教育・文化の振興 701万円 776万円

産 業 の 振 興 24億5,312万円 25億1,549万円

そ の 他 2億5,076万円 2億3,307万円

小　　計 54億   267万円 55億9,710万円

土 地 開 発 基 金 2億1,000万円 2億   625万円

合　　計 56億1,267万円 58億   335万円

まちの貯金（一般会計）町民一人当たりの金額は　約98万円（４万円増）

令和３年度特別会計決算額

積立金（貯金）の状況（一般会計分）
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○小学生低学年男子の部
順位 チーム名 選　手　名
☆1 士幌陸上 　はやぶさ 松山　開晴 上野　光輝 飯島　健心 大野　蓮之佑
○小学生高学年男子の部
順位 チーム名 選　手　名

1 士幌陸上　YKKM 松山　雄世 佐々木　煌平 塩谷　圭梧 上野　愛菜
2 士幌陸上　KKKR 野口　夏帆 鈴木　凱大 中川　琴葉 大野　隆晴

○小学生高学年女子の部
順位 チーム名 選　手　名

1 ゴールド VI（シックス） 佐藤　芽依 河村　京葉 山田　愛華 小野寺　仁菜
○中学男子の部
順位 チーム名 選　手　名

1 士幌駒場連合 長岡　　凜 井澤　泉里 竹中　健太郎 塩谷　耕平
○一般男子の部
順位 チーム名 選　手　名

1 のうきょうマン I（アイ） 数藤　敬太 土器屋　良隆 中村　公一 飯島　邦成
2 のうきょうマン T（ティー） 酒井　雄介 久保　俊介 堤　　光平 宇井　康介
3 （株）士幌セントラル 水口　康代 小室　彰人 長谷川　翔哉 野村　　錬

○一般女子の部
順位 チーム名 選　手　名

1 Mrs. 士幌陸上 松山　菜巳 中川　衣美子 大野　佐絵子 上野　マミ

駅　
伝　
大　
会

町民スポーツの集い
　
10
月
15
日
、
町
民
ス
ポ
ー

ツ
の
集
い
の「
駅
伝
大
会
」と

「
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
」が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
荒
天
に
よ
り
８
日
か
ら
15

日
に
延
期
し
て
開
催
。
駅
伝

に
は
、
９
チ
ー
ム
36
名
、
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
は
、
36

名
が
参
加
し
、
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。（
☆
は
大
会
新
記
録
）

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

幼
児
男
子
60
ｍ

　
１
位　
大
野　
　
瞬（
上
居
辺
保
）

　
２
位　
松
山　
純
生（
こ
ど
も
園
）

　
３
位　
数
藤　
郁
登（
こ
ど
も
園
）

幼
児
女
子
60
ｍ

　
１
位　
佐
藤　
果
穂（
こ
ど
も
園
）

１
年
男
子
60
ｍ

　
１
位　
遊
塚　
昇
吾（
士
幌
小
）

１
年
女
子
60
ｍ

　
１
位　
佐
々
木
渚
美（
士
幌
小
）

　
２
位　
相
澤　
千
尋（
士
幌
小
）

　
３
位　
佐
藤
な
の
は（
士
幌
小
）

２
年
男
子
60
ｍ

　
１
位　
大
野
蓮
之
佑（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
上
野　
光
輝（
士
幌
小
）

　
３
位　
松
山　
開
晴（
士
幌
小
）

３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
佐
々
木
美
紅（
士
幌
小
）

　
２
位　
佐
藤　
奈
穂（
士
幌
小
）

４
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
松
山　
雄
世（
士
幌
小
）

　
２
位　
富
松　
凌
馬（
士
幌
小
）

５
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
大
野　
隆
晴（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
佐
々
木
煌
平（
士
幌
小
）

　
３
位　
飯
島　
昂
生（
士
幌
小
）

５
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
上
野　
愛
菜（
士
幌
小
）

　
２
位　
中
川　
琴
葉（
中
士
幌
小
）

６
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
加
藤　
涼
真（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
塩
谷　
圭
梧（
士
幌
小
）

６
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
野
口　
夏
帆（
士
幌
小
）

　
２
位　
河
村　
京
葉（
上
居
辺
小
）

一
般
男
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
野
村　
　
錬（
士
幌
中
央
中
）

　
２
位　
塩
谷　
耕
平（
士
幌
中
央
中
）

　
３
位　
井
澤　
泉
里（
士
幌
中
央
中
）

一
般
女
子
１
０
０
ｍ

　
１
位　
長
岡　
　
凜（
駒
場
中
）

　
２
位　
上
野　
結
菜（
士
幌
中
央
中
）
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10
月
15
日
、
上
居
辺
小
学
校

に
て
、
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

出
前
授
業
が
開
催
さ
れ
、
児
童

18
名
が
地
球
や
宇
宙
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育

支
援
協
会
北
海
道
の
白
石
友
柄

専
務
理
事
を
招
き
、
地
球
や
惑

星
に
つ
い
て「
ダ
ジ
ッ
ク
・
ア

ー
ス
」を
用
い
て
学
習
。
地
球

に
見
立
て
た
大
き
な
バ
ル
ー
ン

に
地
球
の
様
子
が
投
影
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
驚
き

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
自
分
の
生
ま
れ

た
日
の
地
球
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
折
り
紙
で
紙
風
船
作
り
や
宇

宙
飛
行
士
の
訓
練
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
白
石
専
務
理
事
は「
こ
の
授
業
を
通
じ
て
、

科
学
に
ふ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
学

び
や
遊
び
を
続
け
て
欲
し
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
、
中
士
幌
地
区
公
民
館
に
て
、
中
士
幌
ひ

ま
わ
り
婦
人
会（
大
西
廉
子
会
長
）主
催
の「
中
士
幌
地

区
お
食
事
会
」が
開
催
さ
れ
、
地
区
の
75
歳
以
上
の
方
々

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　
食
事
会
は
古
紙
回
収
な
ど
で
集
め
た
益
金
で
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
帯
広
警
察
署
中
士
幌
駐
在
所
の
海
田
卓
弥
巡
査
部
長

か
ら
は
、
交
通
事
故
と
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
講
話
が
あ

り
、
町
内
で
起
き
た
交
通
死
亡
事
故
に
触
れ
な
が
ら
、「
交

差
点
は
見
落
と
し
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
止

ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
」と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　
町
役
場
町
民
課
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
場
で
何
名
も
の
方
が

申
請
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
歓
談
し
た
い
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
鑑
み
、
ホ
タ
テ
の

炊
き
込
み
ご
飯
を
自
宅
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
持
ち
帰

り
用
の
容
器
に
入
れ
、
参
加
者
へ
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
大
西
会
長
は「
３
年
ぶ
り
に
み
ん
な
の
元
気
な
顔
が

見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
食
事
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

�

～
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会
～

第
20
回
定
期
演
奏
会

�

～
中
央
中
吹
奏
楽
部
～

　
10
月
16
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

に
て
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
第
20
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
色
濃
く
、

演
奏
で
き
る
機
会
が
少
な
い
中
、
今

年
度
も
無
事
に
定
期
演
奏
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
演
奏
会
は
２
部
構
成
に
分
か
れ
、

第
１
部
は「C

LA
SSIC

 STA
G

E

」

と
題
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
目
を

３
曲
披
露
。
第
２
部
の「SPEC

IA
L 

STA
G

E

」で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
な

つ
ぞ
ら
の
主
題
歌
の「
優
し
い
あ
の
子
」

やO
fficial

髭
男dism

の「
ミ
ッ

ク
ス
ナ
ッ
ツ
」な
ど
７
曲
を
演
奏
し
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
嵐
の「
感
謝
カ
ン
ゲ
キ
雨
嵐
」を

演
奏
。
部
の
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る

曲
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

おもしろサイエンス出前授業
� ～上居辺小学校～
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中
士
幌
地
域
安
全
見
守
り
隊（
吉
田
静

二
代
表
）は
、
国
道
沿
い
で
交
通
量
も
多

い
中
士
幌
小
学
校
の
児
童
ら
が
安
全
に
登

校
で
き
る
よ
う
、
令
和
元
年
か
ら
毎
朝
、

通
学
路
に
立
っ
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
10
月
21
日
、
髙
木
町
長
か
ら
、「
地
域
の

安
心
安
全
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
活
用
し

て
欲
し
い
」と
防
寒
着
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
代
表
は「
冬
期
間
は
寒
い
た
め
、
防

寒
着
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
を
着
て

子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守
り
た
い
。
寒

い
中
、
子
ど
も
た
ち
の
歩
い
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
我
々
も
励
み
に
な
る
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
顕
彰
を
受
賞
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
河
江
依
子
さ
ん
と
和
田
晴
男
さ

ん
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
佐
藤
弘
夫
会
長
よ
り
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
長
き
に
わ
た
り
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
受
賞
に

至
り
ま
し
た
。

　

河
江
さ
ん
は「
地
域
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。
感

謝
し
か
な
い
」と
話
し
、
和
田
さ
ん
は「
コ

ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
も
減
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
山
田
孝
男
さ
ん
、

吉
田
孝
人
さ
ん
、
須
藤
朋
彦
さ
ん
に「
マ
イ
ホ

ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」が
交
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
10
月
19
日
に
山
田
さ
ん
へ
25
万
円
、

11
月
８
日
に
吉
田
さ
ん
へ
25
万
円
、
11
月
９
日

に
須
藤
さ
ん
へ
55
万
円（
う
ち
半
額
相
当
が
商

工
会
商
品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、

町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
10
年
以

上
定
住
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は「
エ
ア
コ
ン
や
冷
凍
庫
な
ど
の

家
電
や
、
普
段
買
え
な
い
よ
う
な
も
の
を
購
入

し
た
い
」、
吉
田
さ
ん
は「
日
用
品
や
食
料
品
な

ど
の
購
入
に
充
て
た
い
」、
須
藤
さ
ん
は「
ス
ト

ー
ブ
や
ア
ン
テ
ナ
整
備
な
ど
、
家
の
中
の
備
品

を
充
実
さ
せ
た

い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
交
付

�

～
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
事
業
～

道
社
協
会
長
顕
彰
を
受
賞

�
～
河
江
依
子
さ
ん
・
和
田
晴
男
さ
ん
～

登
校
時
の
見
守
り
活
動

�

～
中
士
幌
地
域
安
全
見
守
り
隊
～
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11
月
１
日
、
士
幌
消
防
団（
大
西
米
明
団
長
）の

活
動
に
協
力
し
て
い
る
株
式
会
社
平
田
建
設（
長

谷
川
雅
毅
社
長
）と
北
斗
運
輸
株
式
会
社（
久
保
武

美
社
長
）に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
２
事
業
所
は
平
成
28
年
に
消
防
団
協
力
事
業
所

と
し
て
初
め
て
認
定
さ
れ
２
年
ご
と
に
更
新
し
、

４
回
目
の
交
付
。
役
場
で
行
わ
れ
た
交
付
式
に
は

長
谷
川
社
長
、
久
保
社
長
、
大
西
団
長
の
ほ
か
、

２
事
業
所
か
ら
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

職
員
各
２
名
が
出
席
。
髙
木
町
長
は
長
谷
川
社
長

と
久
保
社
長
に
交
付
書
を
手
渡
し「
団
員
が
減
っ

て
い
る
中
、
２
名
ず
つ
の
方
が
入
団
さ
れ
協
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
か
ら
も
団
と
連

携
し
防
災
・
減
災
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
役
場
に
て
、
海
外
文
化
交
流
で
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
コ
ロ
ラ
ド
州
を
訪
れ
た
士
幌
高
校
の
２
年
生
５
名
が
髙
木
町

長
ら
に
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
柴
田
航
之
介
さ
ん
、

平
山
優
太
さ
ん
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
の
田
中
萌
々
さ
ん
、
山

口
晃
司
さ
ん
、
吉
田
優
雅
さ
ん
で
、
９
月
21
日
か
ら
10
日
間
の

日
程
で
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ス
モ
ー

キ
ー
ヒ
ル
高
校
の
生
徒
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
日
本
で
は
で
き
な
い

体
験
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び

ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
学
校
生
活
や
行
事
、
生
活
環

境
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。

「
自
信
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
、
日
本
の
文
化
を
英
語
で
伝

え
て
い
き
た
い
」、「
生
活
の
違
い

を
肌
で
感
じ
た
が
、
言
語
の
壁
を

越
え
て
交
流
が
で
き
た
」な
ど
一

人
ひ
と
り
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
短
い
期
間
で
は

あ
る
が
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
中

で
、
現
地
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
交
流
す
る
な
ど
貴

重
な
体
験
を
さ
れ
た
。
今
回
の
経

験
を
残
り
の
高
校
生
活
、
今
後
の

人
生
に
大
き
く
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
生
55
名

が
20
か
所
の
事
業
所
で
、
職
場
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
中
央
中
で
は
、
生
徒
が
働
く
こ
と
を
通

じ
て
、
職
業
や
仕
事
の
実
際
に
つ
い
て
体
験
し
た
り
、

働
く
人
々
と
接
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
こ
の
時
期
に
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
役
場
総
務
企
画
課
に
は
森
本
蒼
生
さ
ん
と
田
中

鈴
音
さ
ん
の
２
名
が
体
験
。
午
前
中
は
公
務
員
の

仕
事
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
役
場
だ
よ
り

の
作
製
作
業
等
、
午
後
に
は
、
し
た
し
み
図
書
館

や
消
防
署
な
ど
で
働
い
て
い
る
同
級
生
を
取
材
し

て
、
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
す
る
原
稿
作
成
な
ど
、

広
報
広
聴
担
当
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習

�

～
士
幌
中
央
中
２
年
生
～

海
外
文
化
交
流
事
業
帰
町
報
告
会

�

～
士
幌
高
校
～

消
防
団
協
力
事
業
所
に

　
　
認
定
表
示
証
を
交
付

�

～
平
田
建
設
と
北
斗
運
輸
～
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　11月２日から３日までの２日間、総合研修センターにて、
士幌町文化祭が開かれ538名が来場し、芸術に触れました。今
年も新型コロナウイルスの影響で芸術発表会等は中止とし、展
示のみの開催となりましたが、ふれあいホールには絵画や書道、
写真、陶芸、石工などが並び、力作ぞろいの作品が来場者の目
を楽しませていました。

第65回士幌町
文化祭

（11月２～
３日）

5,887人（－78） 男2,897人（－40） 女2,990人（－38） 世帯2,755（＋9）
� ※10月末現在（　）は前年比人の動き

　
10
月
27
日
、
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議
会
美

濃
大
会
が
美
濃
市
健
康
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
の
団
体
関
係
者
や
文
化
庁
職
員
な
ど
約
１
４
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
る
16
団
体
と
24
の
関
係
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

15
年
ぶ
り
と
な
っ
た
同
大
会
の
総
会
で
は
、
本
美
濃
紙
保
存

会
の
倉
田
真
さ
ん
に
よ
る
同
保
存
会
の
活
動
報
告
や
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
大
会
に
合
わ
せ
て
岐
阜
市
の「
み
ん
な
の
森
ぎ

ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」で
は
、「
第
28
回
重
要
無
形
文
化
財

保
持
団
体
秀
作
展
」が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
各
保

持
団
体
が
出
展
し
た
伝
統
工
芸
品
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

全国重要無形文化財保持団体協議
会総会が15年ぶりに美濃で開催

▲�武藤市長は「手を取り合って伝統文化を守ってい
きたい」とあいさつをしました。
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　本アンケート結果から、71.4％の方がご当地ナンバープレートの導入意向を示しており、名称は「十勝」
と「とかち」の回答者数がほぼ同数となったことから、十勝町村会では次ページのとおり意向表明を北海道
へ要望することを決定しました。

「図柄入りご当地ナンバープレート」「図柄入りご当地ナンバープレート」
導入に関する住民アンケート調査の結果導入に関する住民アンケート調査の結果

　役場だより（8月31日発行）でお知らせしておりました「図柄入りご当地ナンバープレート」
の導入に向けた意向調査が十勝管内18町村で終了し、結果が下記のとおりとなりましたのでお
知らせします。

町村名 調査数 回答者数
（回収率）

十勝がよい
（漢字）

とかちがよい
（ひらがな）

帯広がよい
（現行のまま）

その他 無回答

士幌町 500人
211人 81人 70人 49人 2人 9人

（42.2％） 38.4% 33.2% 23.2% 0.9% 4.3％

18町村
合　計

15,923人
5,191人 1,848人 1,858人 1,309人 137人 39人

（32.6％） 35.6% 35.8% 25.2% 2.6% 0.8％

士幌町 81人
38.4%

70人
33.2%

49人
23.2%

1,848人
35.6%

1,858人
35.8%

1,309人
25.2%

2人
0.9%
2人
0.9%

137人
2.6%
137人
2.6%3,706人

〈71.4％〉
3,706人
〈71.4％〉

9人
4.3%

39人
0.8%

18町村合計

十勝がよい とかちがよい 帯広がよい その他 無回答

3,706人
〈71.4％〉

モノトーン 無地フルカラー

図柄はあくまでイメージです。
図柄の選定は令和５年度内に
皆様の意向を調査します。
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構成市町村構成市町村
音更町、士幌町、上士幌町、鹿追町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、更別村、大樹町、
広尾町、幕別町、池田町、豊頃町、浦幌町、本別町、足寄町、陸別町

意向表明の理由意向表明の理由
　「十勝」は旧国名（十勝国）であり、十勝平野の中央部を十勝川が流れています。北海道の総合
出先機関である十勝総合振興局の所管区域は、条例で十勝地域と称しています。
　18町村で構成する十勝町村会は、本年（令和４年）創立100周年を迎え、今後の主要な取組の一
つとして、「移住・定住の促進／関係人口の創出／観光・交流人口の拡大のための魅力発信→“十勝”

“北海道十勝”の積極的発信」を掲げたところです。
　北海道遺産である観光地「十勝川温泉」のほか、「十勝産小豆・大豆」「十勝産牛乳・バター・チ
ーズ」「十勝ワイン」など、名称に「十勝」を冠にした生産物や商品が数多く全国に展開されてい
ますが、十勝ブランドを全国に売り出す努力はますます必要となっています。
　令和３年にナショナルサイクルルート「トカプチ400」が指定され、令和５年には、日高山脈襟
裳国定公園の国立公園昇格と新国立公園の名称に「十勝」が加わることが想定されています。
　「十勝」の存在感は確実に上がり、観光客・交流客の増加が見込まれます。
　こうした人や物の動きをさらに加速させていくためには、これまで以上に積極的に「十勝」を発
信していかなければなりません。
　そのような中、十勝地域の特色を活かした「図柄入り新ナンバープレート・十勝」の導入は、走
る広告塔として、十勝の存在感を大いに示し、十勝の認知度アップに貢献するものと考え、意向表
明を要望するに至ったところです。

新たな名称を「十勝」とする理由新たな名称を「十勝」とする理由
　住民アンケート調査の結果、名称の「十勝 がよい」と「とかち がよい」の回答者数はほぼ同数
でありました。
　11月７日に開催された十勝町村会臨時総会において、下記２に掲げる「導入要綱」の名称の基準
に照らして協議した結果、要件の全てを満たすものとして「十勝」が選定されました。

１　図柄入りご当地ナンバープレートの対象車
◦18町村に所在のある（使用の本拠を置く）「原動機付き自転車を除く軽二輪以上の車両」
　（自動車・軽自動車・小型二輪（251㏄以上）・軽二輪（126以上250㏄以下）
◦ただし、軽自動車の事業用・小型二輪・軽二輪は「図柄なし（無地）」のみ

２　国土交通省「導入要綱」における地域名表示の名称の基準
（次に掲げる要件のすべてを満たすものであること）
①�行政区域や旧国名等の地理的名称であり、当該地域を表す名称としてふさわしい名称である

こと。
②�読みやすく、覚えやすいものであるとともに、既存の地域名表示の名称と類似し、混同を起

こすものではないこと。
③�ナンバープレートに表示された際に十分視認性が確保されるよう、原則として、「漢字」とし、

文字数は「２文字」までであること。やむを得ない場合であっても、「漢字」又は「平仮名」
とし、文字数は最大で「４文字」までであること。

図柄入りご当地ナンバープレート　18町村で図柄入りご当地ナンバープレート　18町村で「導入」「導入」を表明を表明!!

新たな表示地域名　新たな表示地域名　「十勝」「十勝」
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アスポで

職員が無料で写真を撮影します！

お名前・電話番号・申請日を書いたら
手続き完了！
お買い物の前にササッと申請できます♪

日　時

場　所

12月11日（日）　9：30～

Ａコープ士幌店　ＡＳＰＯ正面入口 
（光クリーニング様前スペース）

マイナンバーカード交付申請書（国から白い封筒で送付されています）や通知
カード（マイナンバーが書かれた緑色のカードです）をお持ちの方はご持参い
ただくとよりスムーズに申請ができます。お持ちでない場合は手書き用の申請
書をご用意しますので、本人確認できる免許証などをご持参ください。

■担当　役場１階　町民課住民生活グループ　電話５－５２３１

第３弾

マイナンバーカードマイナンバーカード
申請サポート申請サポート

を実施しますを実施します !!
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「
防
災
の
日
」

�
模
擬
火
災
訓
練

☆
求
む
消
防
団
員
募
集
‼

　
士
幌
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

た
め
に
貢
献
し
た
い
・
役
に
立
ち
た
い
・
人
助
け
を
し
た
い
等
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
士
幌
消
防
団
に
入
団
し
て

お
力
を
お
借
し
く
だ
さ
い
。

◆
入
団
資
格
◆

　
町
内
在
住
や
町
内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
男
女
を
問
わ
ず
入
団
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
の
方
は
入
団
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
士
幌
消
防
署

☎（
５
）２
３
２
３
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

まちを守る団員
� 紹介コーナー‼

山田　綾子（中央）

拝命～令和４年６月１日
所属～士幌消防団本部　

☆女性消防団員として頑張ります。

消
防
団
通
信

消
防
団
通
信

消防団の
活動を紹介
します !

まちの安全は
我らが守る!!

119番通報の住所は「士幌町」と「何線何番地」が必要です !!

　
今
回
の
「
ま
ち
を
守
る
団
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

新
人
で
ま
ち
の
安
全
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防
団

員
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
！

☆�９月１日にガス工場において、火災を想定した防ぎょ訓練を実施し、放水等
の技術向上を図りました。

非常呼集訓練
☆�10月12日に中士幌公民館で夜間訓

練を行い、消防活動の充実強化を図
りました。

一般家庭防火査察
☆�10月30日に、消防団員が住宅の周

りを確認して、防火の安全確認しま
した。
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　「最近、歩く時に支えが必要になってきた」「お風呂に入る時に手すりがあると安心」ということはあり
ませんか？現在、介護認定を受けている方は（１～３割の自己負担で）杖や手すり等をレンタルや購入する
ことができます。利用開始後は、専門業者がメンテナンスを行います。
　実際に、どのような物を取り扱っているのか一部をご紹介します。

●歩行器
　屋内・屋外用があります。ブレーキが付いているものや、両腕を乗せながら歩くことができるものがあり
ます。折り畳みができるものが多く、シルバーカーも取り扱っています。

●杖（T字～多点杖）
　一本杖（T字杖）は購入品となります。地面に着地する部分が、３～４点になっている多点杖は、レンタ
ルすることができます。軽量のものが多く、消耗部分は購入や交換することが可能です。

●車椅子
　大きく分けると、自分で操作するタイプと介助式のタイプがあります。軽量化が進んでおり、パンクをし
ないタイヤや立ち上がると自動でブレーキシステムが作動し、ブレーキのかけ忘れを防止するもの等があり
ます。また、背もたれが倒せるリクライニング車椅子や電動車椅子も取り扱っています。

●電動ベッド
　起き上がりや立ち上がり動作の自立を支えます。また、介護する方の負担を軽減します。介護度により、
診断書が必要な場合がありますが、レンタルが可能です。

●手すり
　玄関や廊下を傷付けることなく、取り付けられます。今後長く利用したい場合は、
介護保険を利用して住宅改修工事を申請することもできます。

●ポータブルトイレや入浴補助用具
　衛生用品になるため購入となります。トイレは、木目調で居室に置きやすいもの
もあります。バケツ洗浄が不要のものや、お手入れがしやすい設計のものが増えて
います。入浴用手すりは、浴槽の縁に固定し利用します。その他、シャワーベンチ
等も取り扱っています。

健康介護グループ　加藤　なつき

介護保険で利用できる福祉用具

担当　総合福祉センター内　保健福祉課健康介護グループ　電話　５－２１０８

健康・イキイキ・ライフ健康・イキイキ・ライフ
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ホームでのお看取りについて
　私たち特養ほほえみでは「看取り介護」をしています。｢ お看取り ｣ とは最期が近づいている方
に対して、自然に最期を迎える過程を見守ることをいいます。

　利用者様が生活していく中で「ご飯の食べる量が減ってきた」、
「誤嚥性肺炎を繰り返す様になった」など加齢や病気により、「お看
取り」という最期を迎える過程となる利用者様がいます。
　当施設ではその際、職員一同で最期を迎える場所などについて
利用者様、ご家族とともに考えていきます。ご家族には様々な思
いや考えもあり、私たち職員は何度も利用者様、ご家族と相談を
重ねます。その中で施設での「看取り介護」を決められる利用者様
もいます。施設で行う「看取り介護」は、ご本人の変化をご家族と
一緒に見守りながら、限られた時間をご家族と有意義に過ごすこ

とができ、ご本人が穏やかな生活ができるよう援助させていただいています。
　今後も利用者様ご家族と一緒に相談援助をさせていただきながら、施設で ｢ 看取り介護 ｣ を行
えるよう努めてまいります。

連絡先　認定こども園なかよし　子ども課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

特養だより

井の中の蛙大海を知らず、されど…� 認定こども園長　渋谷　浩
　「井の中の蛙大海を知らず」はご存じですよね。中国「荘子」由来の
言葉で「見識が狭い」というネガティブな意味で使われます。しかし、
この言葉には、日本に入ってきてから続きができました。それは、
「されど空の青さを知る」というものです。「狭い世界にいるからこそ
見える世界がある」というポジティブな意味になります。
　今は情報化が進み、ともすれば「井の中」にいても「大海を知る」こ
とも可能な時代となりました。しかし、それは“本物”の大海を知っ
たことになるのでしょうか。私はそこに危うさを感じます。
　そうした時代だからこそ、「井の中」から見上げたリアルな「空の青
さ」を、しっかりと確実に知ることが大切になってくるのではない
でしょうか。ことさら幼児期の子どもたちには「士幌の空の青さ」を
目に焼き付けてほしいと願い、日々の「本物体験」を展開していると
ころなのです。 【とったど～～～！】
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●国民健康保険病院　電話５－２１０６

病院病院だよりだより病院病院だよりだより
専門外来の紹介
　当院では、関係医療機関より医師の支援を受け、眼科、泌尿器科、整形外科の専門外来
を開設しています。
　今回は、眼科外来の主な担当医師をご紹介します。

〇眼科外来
　担当医：岩田　大樹（いわた　だいじゅ）医師
　所　属：北海道大学大学院医学研究院
　　　　　眼科学教室　講師（医局長）
　専　門：ぶどう膜炎 、角膜
　資　格：日本眼科学会認定専門医
　　　　　博士（医学）
　診察日：毎週木曜日　午前（年末年始・祝日は除きます）

　　※担当医は変更になる場合があります
　　※写真は北海道大学大学院医学研究院 眼科学教室ホームページより引用

　当院では、公益財団法人北海道医療団 帯広第一病院の消化器内科医師の派遣支
援を受け、内視鏡検査（胃カメラ）を実施しています。
　内視鏡検査は、内視鏡を使って食道や胃、十二指腸の粘膜の状態を観察し、これ
らに関わる主な病気（食道がんや胃がん、逆流性食道炎、胃潰瘍など）の早期発見
に役立つ検査です。
　口から内視鏡を挿入する「経口内視鏡」のほか、吐き気が起きにくい鼻から挿入
する「経鼻内視鏡」も可能です。
　当院の人間ドックにおいて、胃バリウム検査を内視鏡検査に変更（追加自己負担
1,000円）することで受診できます。受付の際にご案内いたしますので、ぜひお申
し込みください。

　令和４年度の胃カメラ検査予定日と帯広第一病院担当医師
	 12月  9日（金）　鈴木　　郁　医師
　令和5年	   1月27日（金）　鈴木　　郁　医師
　　 〃	   2月10日（金）　乘田　一明　医師
　　 〃	   3月10日（金）　外田　修裕　医師
　　  ※医師は都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。

岩田大樹 医師

帯広第一病院の医師による内視鏡検査を実施しています
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反
射
材
等
を
活
用
す
る
と
自
動
車
の

ラ
イ
ト
か
ら
の
光
を
反
射
し
た
り
、
自

ら
光
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
動
車

の
運
転
者
な
ど
に
早
め
に
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
間

歩
く
と
き
は
、
運
転
者
か
ら
見
え
や
す

い
よ
う
に
、
明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服

を
着
用
し
た
り
、
靴
、
衣
服
、
カ
バ
ン
、

つ
え
な
ど
に
反
射
材
用
品
等
を
付
け
た

り
す
る
と
事
故
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
反
射
リ
フ
レ
ク
タ
ー（
主

に
カ
バ
ン
等
に
取
り
付
け
て
使
用
）、

反
射
リ
ス
ト
バ
ン
ド（
主
に
腕
、
脚
等

に
ま
き
つ
け
て
使
用
）で
す
。

住
宅
施
錠
診
断
を
実
施

し
ま
し
た

　
10
月
25
日
、
士
幌
町
生
活
推
進
協
議

会
と
士
幌
駐
在
所
員
で
睦
南
常
会
の
施

錠
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
診
断
の
結
果
、
在
宅
し
て
い
る
か
ら

玄
関
ド
ア
に
鍵
を
か
け
ら
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
う
ち
だ
け
は
大
丈
夫
」の
過
信
は
禁

物
で
す
。
在
宅
か
不
在
に
か
か
わ
ら
ず
、

大
事
な
現
金
や
印
鑑
、
預
金
通
帳
が
盗

ま
れ
な
い
よ
う
手
間
を
惜
し
ま
ず
戸
締

ま
り
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

今月のごみ指数� 単位：kg
令和４年10月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 76,760 86,190 △10.9%
燃やせないごみ 15,020 17,910 △16.1%
合　　計 91,780 104,100 △11.8%
町民一人当たり
のごみの量 5,887 15.6 5,965 17.4

資源ごみ 26,890 33,739 △20.3%

ごみに関するお問い合わせは、町民課住民生活グループ（電話　
⑤5231）までお願いします。

17 広報しほろ�2022 . 12



【12月の予定】※行事は全て予定です。�
○校内実績発表大会� ２日
○海外文化交流学習会� 7、 15、 22日
○日本農業技術検定� 10日
○スポーツ大会� 16日
○農業クラブ年度末総会� 20日
○冬季休業前全校集会・大掃除� 21日
○冬季休業� 12月22日～１月15日
○学校閉庁日� 29、 30、 31日

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では
　11月霜月、収穫を終えた学校農場を取り囲む木々の葉が、紅葉したかと思えばすっかり落葉し、季節
は少しずつ秋から冬へと移り変わろうとしています。一時期は減少傾向にあった新型コロナウイルスも、
ここにきて再び増加傾向に転じつつあります。そんな中、10月は農業高校食彩フェアを２年ぶりに対面
で開催し、２学年が当初の計画通り無事に見学旅行を終えることができました。コロナ禍という現実は
変わらないものの、場面に応じた対策をとりながら、少しずつコロナ前の日常を取り戻すべく、生徒た
ちは元気に学校生活を送っています。（11月7日現在）

◆10月10日～14日　見学旅行
　２年生33名が４泊５日の日程で見学旅行を実施しました。初日に新千歳空港から大阪に飛び、その
足で京都に向かった後は、清水寺を散策。京都、大阪での自主研修を終え、東京へ移動し東京スカイ
ツリー、東京ディズニーランドを堪能したほか、東京での自主研修を終えて見学旅行から無事帰校し
ました。大きな事故やケガもなく高校生活最大のイベントを満喫することができた生徒たちは、それ
ぞれに充実をした５日間を過ごすことができました。

◆�10月26日～27日� �
農業クラブ全国大会

　今年度の農業クラブ全国大会は石川県・富山県・
福井県の北陸３県の学校農業クラブ連盟が合同
で大会の企画と運営を担当し、「北陸大会」とし
て開催されました。本校からは代表生徒４名が
農業鑑定競技会に出場し、３年生アグリビジネ
ス科の佐藤圭さん、フードビジネス科の佐藤寧
音さんが見事「優秀賞」を受賞しました。

ホームページや Facebook・Instagram でも紹介していますのでぜひご覧ください。
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の教

窓育

士幌町教育委員会

全
道
技
術
家
庭
科
教
育
研
究

大
会　
中
央
中
で
授
業
公
開

　
北
海
道
技
術
家
庭
科
教
育
研
究
大
会

の
授
業
公
開
が
10
月
18
日
に
中
央
中
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
生
の
家
庭

科
の
授
業
が
公
開
さ
れ
、
全
道
各
地
か

ら
多
く
の
先
生
方
が
来
校
さ
れ
参
観
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
で
は
、
食
品
の
箱
な
ど

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
示
が
、
ど
の
よ
う

に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
行
わ
れ
て

き
た
の
か
を
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
考
え

る
も
の
で
し
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
だ

っ
た
生
徒
た
ち
も
、
授
業
の
後
半
で
は

活
発
な
意
見
の
や
り
取
り
や
落
ち
着
い

て
わ
か
り
や
す
い
発
表
を
行
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

な
り
た
い
自
分
へ
の
ス
イ

ッ
チ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

　
う
ち
の
子
は
何
か
や
る
気
が
見
え
な

い
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
心
配

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
親
と

し
て
は
、
我
が
子
が
自
発
的
に
動
き
出

す
ス
イ
ッ
チ
を
刺
激
し
て
、
成
長
す
る

姿
が
見
た
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の「
な
り
た
い
自
分
に

な
る
た
め
の
ス
イ
ッ
チ
」は
、
脳
の『
認

証
バ
イ
ア
ス
』に
あ
り
ま
す
。
認
証
バ

イ
ア
ス
は
、
脳
が
自
分
の
発
し
た
言
葉

の
証
拠
集
め
を
し
ま
す
の
で
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
発
言
を
し
た
と
き
、
脳
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
情
報
を
集
め
ま
す
。「
失
敗
し

た
ら
ど
う
し
よ
う
」と
考
え
る
と
失
敗

を
認
証
す
る
の
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ

と
を
言
う
人
に
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情

報
ば
か
り
が
脳
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　
な
り
た
い
自
分
に
な
れ
て
い
る
人
は
、

「
こ
れ
が
や
り
た
い
」「
こ
れ
が
好
き
」「
こ

う
な
り
た
い
」と
言
葉
に
出
し
、「
で
き

な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」と
は
で
き

る
だ
け
考
え
な
い
で
す
。
な
り
た
い
自

分
に
な
る
た
め
の
ス
イ
ッ
チ
は
、『
目
指

す
自
分
の
姿
や
そ
の
た
め
の
行
動
を
し

っ
か
り
と
言
葉
に
出
す
』こ
と
な
の
で
す
。

　
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
は
、「
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
？
」と
自
分
自
身
に

問
い
か
け
、「
失
敗
な
ん
て
な
い
」「
や
っ

て
駄
目
だ
っ
た
こ
と
は
全
部
将
来
の
自

分
の
糧
に
な
る
」と
、
常
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
言
葉
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
こ

と
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
子
ど
も
が
結
果
を
気
に
せ

ず
に
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

大
人
も
子
ど
も
の
結
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
投
げ
か
け
褒
め

る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
脳
に
常
に
い
い
認
証
を
与
え

て
い
く
と
人
へ
の
寛
容
さ
も
高
ま
り
、

仲
良
く
な
れ
る
し
、
楽
し
く
い
ら
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
切
な
魔
法
の
言
葉
が「
あ

り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
で
す
。人
は「
あ

り
が
と
う
」と
心
を
込
め
て
言
っ
て
く

れ
た
人
を
敵
と
は
思
わ
な
い
。
大
人
が

常
に「
あ
り
が
と
う
」と
言
い
続
け
る
こ

と
で
、
子
ど
も
も
そ
れ
が
い
い
こ
と
と

学
ん
で
い
き
ま
す
。

士幌町立学校教職員の時間外勤務の状況（令和4年４月～９月）
　全体的に令和３年に比べて減少傾向にあり、各学校の働き方改革が順調に進んでいることが
わかります。時間外勤務時間が長いのは、少年団や部活動を指導している先生方で、練習や大
会など子どもたちの活動時間にも関わりがあるので縮減は難しい状況にあります。

45時間未満 45時間以上
60時間未満

60時間以上
80時間未満 80時間以上 職員月平均（R3年度との比較）

小学校 94.4％   4.6％ 1.0％ 0.0％ 22時間47分（-4時間58分）
中学校 79.4％ 10.5％ 7.8％ 2.3％ 36時間22分（-2時間03分）
高　校 96.4％   2.6％ 1.0％ 0.0％ 26時間49分（-3時間37分）

＊数値は各月の延べ人数の合計に対する割合
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町 
民

文
芸

俳
　
句

・
返か

え

り
花
わ
ず
か
な
時
を
輝
い
て

�

和
田
　
節
女

・
障
が
い
の
子
等
を
迎
え
し
紅
葉
宿

�
星
屋
　
徳
峰

川
　
柳

・
親
は
子
へ
子
は
親
へ
に
と
真ま

ご
こ
ろ心

を

�

和
田
　
節
子

短
　
歌

・
好
天
の
皆
既
月
食
素
晴
ら
し
く
後
は
見
れ
ぬ
と
何
度
も
月
を�

�

清
水
さ
よ
子

・
こ
の
町
の
ま
っ
赤
に
燃
え
る
街
路
樹
は
秋
の
舞
台
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
飾
る�

�

三
木
　
悦
子

・
夕
空
の
彼
方
消
へ
ゆ
く
白
鳥
の
呼
び
交
わ
す
声
胸
底
に
消
え
ず�

�

谷
本
　
幸
枝

・
あ
り
が
と
う
と
書
い
た
手
紙
送
り
ま
す
施
設
の
母
が
元
気
な
う
ち
に

�

寺
澤
　
英
子

次
回
は
、
南
団
地
の
石
原
惟
暉
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
萌
さ
ん
か
ら
惟
暉
さ

ん
へ
一
言
。「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

◆
家
族
構
成
◆

　

彼
氏
と
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　

星
空

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

函
館

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
萌
さ
ん
は
関
東
出
身（
お
父
さ
ん
が
転
勤

族
で
こ
れ
と
い
っ
た
出
身
地
は
な
い
そ
う
）。

大
学
を
卒
業
後
、
民
間
企
業
へ
就
職
し
ま
し

た
。
当
時
、
先
に
士
幌
で
就
職
し
て
い
た
彼

氏
と
の
同
居
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
あ
ま

り
に
も
遠
方
だ
っ
た
た
め
、
二
の
足
を
踏
ん

で
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
目
に
止
ま
っ
た
の
が
、
士
幌

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
で
し
た
。
萌

さ
ん
は
一
念
発
起
し
、
今
年
の
４
月
よ
り
、

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
を
担
当
し
て
お

り
、
今
は
年
末
の
繁
忙
期
真
っ
最
中
。「
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
、
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
町
へ
の
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
励
み

に
な
る
」と
話
す
萌
さ
ん
。

　
前
職（
小
売
業
）と
は
違
っ
た
業
務
で
、
不

慣
れ
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、「
相
手
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
」「
ど
う
伝
え
た
ら
よ
い
か
」

を
念
頭
に
業
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
ペ
ッ
ト
の
ハ
リ
ネ
ズ
ミ（
ミ
ロ
）

の
写
真
や
動
画
を
撮
り
ま
く
る
こ
と
。
ハ
リ

ネ
ズ
ミ
好
き
が
高
じ
て
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
雑

貨
の
収
集
に
も
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
は
イ
ン
ド
ア
派
と
の
こ
と
で
す
が
、

ず
っ
と
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
と
い
う
北
海
道
。

「
せ
っ
か
く
移
住
し
た
の
で
色
々
な
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
み
た
い
」と
話
す
萌
さ
ん
で
し
た
。

　

新
生

�

佐さ
　さ
　き々木

　
萌も

え

　
さ
ん

誠
心
誠
意

�

真
心
込
め
て

20広報しほろ�2022 . 12



【児童書】
ゆきのげきじょう� （荒井良二）
うまにんげん� （大串ゆうじ）
ノラネコぐんだんおかしなさがしえ
ブック� （工藤ノリコ）
こっそりなっとう おべんとうの巻
� （さのこうや）
おすしがふくをかいにきた
� （田中達也）
だじゃれむかしむかし
� （長谷川義史）
キャベたまたんていおとぎ世界で
じけんはっせい！？� （三田村信行）
１３歳からの３０００円投資生活
� （横山光昭）
こんにちは！同意
� （ユミ・スタインズ）
せつない！いきものの死に方図鑑
� （今泉忠明）

【一般書】
老害の人� （内館牧子）
老人ホテル� （原田ひ香）
麻阿と豪� （諸田玲子）
＃真相をお話しします
� （結城真一郎）
聖夜のおでん� （山口恵以子）
無人島のふたり� （山本文緒）
無理しない生き方� （ひろゆき）
麦の記憶� （野本寛一）
痛み・しびれが消える決定版きく
ち体操� （菊池和子）
ぽっちゃりさんもいろいろ気にせず
着たい服� （月居良子）
おうち台湾菜� （沼口ゆき）
焚き火の教科書� （伊澤直人）
生きるために闘う
� （アントニオ猪木）
世界最高の雑談力� （岡本純子）

★クリスマスのおとしもの
� （えがしらみちこ）
　あれれ？おとしも
のがあるよ。あおい
バケツ、きいろい輪
っか、ちゃいろの木
の実、あかい帽子…。
いったい、だれのおとしものかな？ここ
ろがあたたかくなる、クリスマスのお話。

★食品でひく機能性成分の事典
� （中村宜督）
　タウリン、イソフラボ
ン、茶カテキン…。さ
まざまな機能性成分の
性質、現時点でわかっ
ている有効性について
解説。食品の歴史、食
品と関係の深い文芸作品なども紹介する。

『栄養と料理』連載を書籍化。

したしみ図書館（総合研修センター内　教育課　電話５－4733）【開館時間】10時から18時まで
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/shihoro/webopac/index.do　

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
付
・
寄
贈

▼
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

出
村　
一
介
さ
ん（
士
幌
南
旭
区
）�

70
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

赤
間　
ゆ
り
さ
ん（
士
幌
北
一
区
）

�

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
人
参

内
藤　
不
二
夫
さ
ん（
常
盤
）�

南
瓜

篠
原　
安
夫
さ
ん（
清
澄
）�ひ
め
り
ん
ご

聖
教
寺
仏
教
婦
人
会�

お
し
ぼ
り

伊
賀　
勝
彦
さ
ん（
共
成
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《町の年末年始の休日が変わります》 12月３日から９日は　　12月３日から９日は　　
　　障がい者週間です　　障がい者週間です

～障がいのある人もない人も共に生きる社会へ～
　障がいのある人についての関心と理解を深めると
ともに、障がいのあ
る人たちの社会参加
を推進することを目
的として、障害者基
本法で定められた週
間です。

【変更点】 昨年度の年末年始
12月31日～１月５日

今年度の年末年始
12月29日～１月３日

　今年度（令和４年度）から、役場と町の
施設の年末年始の休日が変更となります。

★★今月の休館日★★
6、 13、 20、 27日（毎週火曜日）
12/29～１/3（年末年始の休館日）
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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暮らしのカレンダー12月

※�子育て支援は０歳から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象
です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合
わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）
または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター�  
（電話５－２１８８）にご相談ください。

日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊍
6:30～ 10:30 巡回型健診 保セ

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

２㊎

6:30～ 10:30 巡回型健診 保セ
9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 福セ

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 福セ
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～ 13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・B型肝炎）
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

15:45～ 16:00 受付 予防接種 国保
（二種混合 ・ 日本脳炎）

３土
４日

５㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～ 11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

６㊋

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:30 スマイル教室 保セ
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

７㊌
☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ

10:00～ 11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

８㊍
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

10:00 個別受付 もぐもぐ教室 保セ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

９㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～ 11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～ 11:30 わんぱくの日 認定こ
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
10土
11日

12㊊

☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン
13:15～ 13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・B型肝炎）

13㊋

6:30～ 13:00 巡回型健診 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～ 11:30 キッズ・クラブ（会員登録制）認定こ

13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

14㊌

6:30～ 10:30 巡回型健診 保セ
☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ

10:00～ 11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

15㊍

6:30～ 10:30 巡回型健診 保セ
受付時間は個別通知 乳児健診 保セ

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
13:00～ 14:00 ふまねっと 中士幌

日にち 行　　　　　　　事 場所

16㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 おひさまの日 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
17土
18日

19㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

20㊋

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

21㊌

9:30～ 11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ

10:00 受付 むし歯予防教室 保セ
10:00～ 11:30 いきいき運動教室 総研
13:15～ 13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・B型肝炎）
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

22㊍☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

23㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆10:00～ 11:30 クリスマス会 中児

10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 保セ

24土
25日

26㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

27㊋

9:00～ 13:00 こども料理教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

28㊌

☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～ 11:30 いきいき運動教室 総研
13:15～ 13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
29木
30金
31土

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし

国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館
タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター

【凡　例】
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